
廃校活用による農繁期の労働力確保、Iターン就農促進、交流人口拡大（愛媛県八幡浜市）

•農繁期における労働力の確保、Iターン就農の促進、農村と都市との交流推進、観光・教育・文
化・スポーツを通じた交流人口の拡大を目的として廃校となった旧舌田小学校を改修し、宿泊・
合宿施設を整備した。平成27年度は１階の改修（4人部屋×8部屋、浴室（12室）、洗面所（トイ
レ）、洗濯室、食堂、厨房）を行った。平成28年度は2階の改修を予定しており、合計で８８名の
宿泊が可能となる。

•市が施設を整備し、運営はJAにしうわ（西宇和農業協同組合）が使用許可を得て行っている。

担当 農林課
取組概要

人口 ３５，４６１人

取組に係るビジュアル
（写真やイラスト等）

取組に係るビジュアル
（写真やイラスト等）

全国からやってきた「みかんアルバイター」が宿泊

昨年１１月「みかんカット」でオープン

•平成27年度利用実績（延べ人数） みかんアルバイター受入 1,101人、農業研修生 38人、農業
体験18人、その他研修会等 4人 合計1,161人

•平成28年度5月末現在の利用実績（延べ人数）みかんアルバイター12人、農業研修生 51人、農
業体験120人、研修会等 18人、MTB国際大会23人、婚活イベント 14人、高校部活合宿 24人
その他4人 合計266人

•農業体験利用者は、Iターン就農希望。平成28年度に八幡浜市に就農することが決定。

•災害時の避難場所として１９名利用。

•農繁期や就農に向けた研修時に廃校となった
小学校校舎を活用した低価な宿泊所を提供す
ることで、農繁期における労働力不足の解消、
Iターン就農希望者、新規就農者の育成・確保
、定着を図っている。

・外観を既存のままにし、客室に児童用机等を
利用したり、学校の面影を大切にしている。

取組の効果

・建築基準法、消防法は予想以上に難題。
・財源として、地方創生先行型交付金を活用。
→ タイミングは良かった。
しかし、ハード充当に苦慮。

・管理運営形態は、利用許可方式（施設貸与）が
手続き上簡単。

創意・工夫した点 他団体へのアドバイス
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